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2/3肝切除ラットについて,切除初期の再生肝における脂質代謝とそれに及ぼす脂肪乳剤(10m1/kg)

静との影響を,血 清脂質分析,肝 内脂質分析および新しく考案した組織化学的証明法を用いて,検 討

してみた。

1)正 常またはsham手 術ラットに脂肪乳剤を静としても,肝への脂肪集積は見られない。2)65%肝

切除ラットでは,脂 肪乳剤静注 3時間で再生肝の肝細胞および類洞内に,中 性脂肪およびcholin含有

燐脂質の増加があるが,総 コレステロールは増加しない。3)肝 切除後生理食塩水を静としたラットで

も時間的には遅れるが,同 様の脂肪集積をみとめる。すなわち脂肪乳剤静注は,再 生肝の脂肪集積の

開始時期を早める作用を示した。

索引用語 :脂肪肝,脂 肪乳剤,肝 切除後の脂質代謝,脂 質の組織化学,肝 再生

緒  言

肝切除後の脂肪乳剤の投与は肝再生という面からも

重要課題の一つである。一般に肝切除の場合,再 生肝

に脂質の集積 Q旨防症)が見られるが'～り, これを電顕

的にみても,肝 切除後 1時間で再生肝に多量の脂肪が

存在する。.肝内脂肪量は,肝切除後20時間前後まで増

加 し,そ の後右糸分裂の開始 と共に急速に減少す

る分りゆ,このような再生肝への脂肪の集積は,肝切除量

と血中脂肪酸濃度いつ,再生肝の酵素活性ゆ,脂肪酸の取

込率つめ,リポ蛋自の合成,分泌能の1いlDなどが関与する

とされている。
一方,大豆油,卵黄 lecithin,glycerolを組成とする

脂肪乳剤 (Intralipid,Intrafatなど)投 与の場合,そ

の血中からの消失率や代謝はchyiomicronと同様で,
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種々のス トレス下でも十分代謝 され うるとされてい

る121.しかし,肝切除後の脂肪乳剤投与の場合について

は不明の点も多 く,中谷ら1ゆは,70%肝 切除した家兎に

おいては,残 存肝の mitochondriaにおけるエネル

ギー産生は,主 として脂肪酸酸化によるとし,芳 田M)

は,肝 切除後24時間のラットでは脂肪乳剤投与後のエ

ネネルギー代謝は,正常ラットと差がないとしている.

また,西 松ら19は肝切除後のラットで外因性脂肪利用

の低下をみとめると報告 している。

そこで,肝 切除後に投与された脂肪乳剤が,肝 内で

どの様な動態を取るかを,著 者が考案した組織化学的

方法10を用いて組織化学的に検討してみた。

方法および材料

I)実 験動物

Wistar系雄ラット(生後10週,体 重250～300g)を,

オリエンタル酵母 MFO旨 肪合有量5.1%)を 飼料 とし

て一定期間飼育したのち実験に用いた。
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II)脂 肪乳剤

市販の10%脂 防乳剤 (大豆油10w/v%,glycerin 2 5

w/v%,卵 黄燐脂質1.2w/v%を 含む Intrafat i大五栄

養 KK)を 用いた。この脂肪乳剤には,62mg/100mlの

choletter01が含まれる1つ
。

III)実 験操作

前 日より16～19時間絶食 (水は自由摂取)し た後に

実験に供 した.肝 切除は,ether麻 酔下,Higgins&

Andersonの 方法1ゆで,平 均650± 3.6%(n=12)の 肝

を切除した (以下切除肝 と略す).

肝切除群は,直 後に脂肪乳剤を投与 した群(以後 HF

群 と略記)18例 と,生 理食塩水を投与 した群 (以後 HS

群 と略記)18例 とに分けた。さらに,無 処置脂肪乳剤

投与群 (以後 F群 と略記)18例 ,sham手 術脂肪乳剤投

与群(以後 SF群 と略記)18例,お よび無処置対照群(以

後 C群 と略記)64/1を も設定 した。脂防乳剤 と生理食

塩水は,10m1/kgを ether麻 酔下に般静脈より1分 間

で静注した。 こ れらの群では経時的に各 6例 づつ,30

分,3時 間,6時 間 目にether麻 酔下に開腹し,大 動脈

より全採血した後,直 ちに残存肝 (再生肝)ま たは全

肝を摘出 (以後摘出肝 と略記)し た,

切 除 肝 お よ び摘 出 肝 は,Baker液 (formalin_

calcium液)にて固定し,採 血 した血液は,血 清を分離

し測定まで冷蔵保存 した。

IV)肝 内脂質の組織化学的染色法

厚 さ5～1助mの 凍結 切片 を作 り,従 来 の sudan

black B染色 (SBB染 色と略記)を実施するとともに,

著者が考案した方法1のを用いて,triglycerides(以後

TCと 略記),phospholipids(以後 PLと 略記),total

choletterol(以後 T‐chと 略記)の特殊分別染色を実施

した。著者 らの酵素 formazan法 の染色原理 と染色試

薬は,図 1の とお りである。本法は,光 顕 レベルでの

各脂質の特異的証明に有用であ り,い ずれも各脂質の

存在部位に一致して,赤 紫色の formazan着 染 として

証明される.こ の場合,PLと しては,ch01in含有燐脂

質のみを証明することができる.肝 臓の凍結切片を,

それぞれの反応液 (37℃)中 に,TG染 色は15～25分,

PLお よび T、ch染 色は25分間浸漬後,0.lN塩 酸に10

分間浸漬 して反応を止め,水洗30分後 glycerin封入し

て鏡顕した。なお,肝 切除群では Harknessの 方法1)に

従って,摘 出肝の対照 として切除肝を用いることにし

亨【二.

V)血 清脂質の定量

血清 TGお よび T_chの測定には, 日立 自動分析装
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図 1 脂 質の組織化学的分別染色のための原理と試薬
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置762型, PLヤこヤよ, ABBOTT Bichromatic analyser

100(アボット社),血 清 free fatty acid(以後 FFAと

略記)″コよ, 日立自動分析装置7050型を用いた。また,

試薬には,それぞれ トリグリセライ ドG,AR(和 光純薬

KK製 ),TCキ ット‐K(日 本商事 KK製 ),PLザ イム

(栄研化学 KK製 ),FFAザ イム_S栄研 (同上)を用い

た。預」定値は,平均土SDmg/dl(TG,T、 ch,および PL)

または,平 均±SD/eq/″ (FFA)で 示 した。

VI)肝 組織の脂質分析

F,SF,HF,お よび HS群 の Baker液 固定の肝組織

で, 6時 間群の右臓側葉 と,切 除肝の横隔葉,お よび

C群 の右臓側葉から,そ れぞれ約lgを用いて脂質分析

を行った。組織片を半 日水洗後,Folchら の方法1りに準

じて総脂質を抽出した。純化は行っていない。抽出液

から適量を取 り,N2ガ ス下に chlorofomを 留去 して

検体 とし,各 脂質を次の方法で測定 した。TG測 定に

は,酵 素法 (トリグリセライ ドテス トー ワコー !和光

純薬 KK製 )を用いた。PL測 定は,酵 素法 (ホスホ リ

ピ ドBテ ス トー ワコー :同上),お ょびAllenの改良

法2いによった。前者は燐脂質中の cholin量から定量す

るが,後 者はmOlybden青 比色定量法で,全 燐量から

定量する。T‐ch測 定は,Liebermann‐Burchard反応に

よった。これは,検 体に酢酸2ml,無 水酢酸3ml,硫 酸

0.5mlを順次加え,速やかに撹拌発色させ濾過 して,30

分後640nmで 吸光度を預J定した。各測定値は,平 均土
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SDmg/g liver weig比で示 した。おのおのの測定値の

検定には,Student's‐t te鋭を行ってみた。

成  績

I)血 清脂質の分析所見

肉眼的に血清は脂肪乳剤投与後,Fお よびSF群 で

は 3時 間後に乳びはほぼ見 られなくなるが,HF群 で

は 3時 間後でも,ほ とんどの471で明らかに乳びがみと

められた。

血清 TG,PL,T,chお よび FFAの 分析値は脂肪乳

剤投与群のいずれの群でも,投 与30分後に,最 高値 と

表 1 血 清脂質濃度の経時的変動

中性脂肪 lmg/切)    30分 3時 間       6時 間

1059.7±22231)    572± 160

13758±4100〕    922± 334

16235±3528D    2630■ 1414ゆ

458と 47ホ     445± 13.6

6112± 245

リン脂質lm9/d2)    30分         3時 間       6時 間

F        3070主 2981)   1495± 266か    1430と 344印

SF        330.3± 535')   1398± 3030    1252± 391

HF        356.3主 2271)   1830± 549D    1473± 328“

HS        38.3±  54*    922± 174     1107± 253

972±  79

総コレステ回―ルln 9 / 3 4 ) 3時 間 6時 間

742±  84a    607± 107

75.2±116か    590±  94

7218± 593     838± 193分

424±  29ネ °    422±  95

533±  84

遊韓脂肪酸 (″eq/2) 6時 間

17995■ 3091)   6960と 1558

18502と 533'    8335± 120.6

18932と 1231い   14397± 331.1)

804.4主1199栄    7967± 69.2

7123± 956

平均±SD.*n=5,他 はすべて n=6.C群 との比

較 :1)p<0.001, 2)p<001, 3)p<002, 4)p<

0.05

平均土SDmg/g wet forlnalin ixed liver.6時間後

の肝組織における脂質濃度の比較.C,Fお よびSF群

間では,independent Student's t test,HFおよび HS

群においては,切 除肝 と再生肝の間で,dependent

Studenrs t testにて検定した。1)lp<0.01,2)ip<

005.TGiト リグリセライ ドテス トワコー,PL(1)ホ

スホリピドBテ ス トワコー,PL(2)モ リブデン青比色

法,T‐ch i Liebermann‐Burchard反 応
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なった。血清 TG,T‐chお よび FFAは F群 および SF

群においては 3時 間後対照 レベルにまでもどるが,

HF群 では対照 レベルヘのもどり方が遅れた。血清 PL

値は肝切除の有無にかかわらず,ほ ぼ同じような傾向

で漸減 した。ただし,HS群 のみは TC,PL,T,chお

よび FFAの 増加はみとめられなかった (表 1).

II)肝組織脂質の分析所見

肝切除後,ま たは脂肪乳剤投与後 6時 間の肝組織内

の脂質濃度を比較 してみると,表 2の ようになる。C,

F,お よび SF群 間では independent Student'st‐test

でみると,TG,PLお よび T‐chと もに,それぞれ差は

認められなかった,

HFお よび HS群 について,切 除肝 と再生肝の間で

dependent Studenぜsいte立を行ってみた。HF群 では

TGの 著名な増加をみとめ,PLも 酵素法による定量で

は軽度の増加を示 したが,モ リブデン青比色定量法で

は差はみられなかった。また,T‐chは わずかに増加の

傾向を示 した。HS群 では推計学上有意の増加はない

が,個 々の症471についてみると,TGま たは PLで 著名

な増加を示すものがあった.T‐chの 増加はみとめられ

なかった,

III)肝臓内脂質の組織化学的所見

染色結果を評価するために,肝 小案を門脈域,中 間

帯,中 心静脈域の 3区 域に大まかに分け,肝 実質細胞

および類洞内の脂肪頼粒の分布を比較観察してみた。

1)肝 実質細胞内の脂肪顆粒の分布

a)SBB染 色所見 iSBB染 色でみると (表 3,図

2),C群 においては多 くの例で,門 脈域から中間帯に

かけて脂肪類粒が陽性であった。脂肪乳剤投与後30分

では,F群 では主に門脈域に,SF群 ではそれよりやや

小範囲の傾向にあったが, 3時 間以後は両者に差がな

く,主 に門脈域に脂肪頼粒が分布していた。

HF群 の SBB染 色では脂肪乳剤投与後30分で,再生

肝の実質細胞内に脂肪顆粒の増加傾向がみとめられた

が,Fお よび SF群 とは明かな差を認めえなかった。し

かし,脂 肪乳剤投与 3時 間後には HF群 の全例に明確

な脂肪顆粒の分布の増加をみとめ,内 4例 は肝小美全

体に開漫性に脂肪顆粒が証明された。投与 6時 間後に

は,全 例で小葉全体に浦漫性の脂肪沈着がみとめられ

た。

HS群 では,生理食塩水投与30分後,ほ とんど変化を

示さないが, 3時 間後には脂防顆粒の分布は増加傾向

を示 し, 6時 間後でさらに増加し,内 3例 は小葉全体

に,踊 漫性に脂肪顆粒がみられるようになった。

Ｆ
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麦 2 肝 組織内の脂質濃度
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表 3 肝 組織内脂質顆粒の分布,組 成および経時的変化
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再 生  Br

b)TG,PLお よび T‐chの 特殊 分別 染色所 見 !

SBB染 色による脂肪類粒の分布所見を,TG,PLお よ

び T、ch特殊染色で染め分け比較検討してみた (表3,

図 2)。C,F,SF群 および切除肝からの切片では,SBB

染色にほぼ対応 して,ほ ぼ同一部位に TG,PLお よび

T,chがみとめられた。HFお よび HS群 では,SBB染

色での脂肪顆粒の分布に応 じて,TGお よび PLの 分

布が,経 時的に増加しているが,T‐chの 分布には増加

をみとめず,切 除肝の所見と大差なかった。

図 3<左 例>に は,SBB染 色陽性の脂防顆粒が,肝

小葉の問脈域から中間帯にみられ,同 様部位に TGお

よび PL特 殊染色で陽性に,T‐ch特殊染色でもわずか

に陽性に染まる421を示 した。<右 列>に は,肝 小葉に

翻漫性に SBB染 色陽性脂肪顆粒をみとめ,TGお よび

PL特 殊染色でも翻漫性に陽性であるが,T‐ch特殊染

色のみはほとんど陰性である421を示した,

2)肝 類洞内の脂肪顆粒分布

a)SBB染 色所見 iSBB染 色における類洞内の脂

防顆粒の分布をみてみると(表3),C群 では陰性例が

多いが,一 部の例では広範囲にみ とめ られるものも

あった。F群 では脂肪乳剤投与30分後,脂防類粒が中間

帯にまで広がるが, 3時 間以後になると門脈域にとど

まるものが多 くなる傾向にあった。SF群 では,30分

後,脂 肪顆粒はむしろ類洞内に少ないが, 3時 間後に

は中間常にまで広が り, 6時 間後には門脈域にのみ分

布する傾向になる。HFお よび HS群 の再生肝ではど

ちらの群も,経 時的に脂肪顆粒の分布が増加する傾向

にあるが,HF群 の方がより早 く中心静脈域にまで増

加する傾向にある(図4)。 なお,HF群 で30分後の肝

類洞内脂肪顆粒の分布は,F群 およびSF群 の場合 と

大差がなかった,

類洞内の脂肪顆粒は通常微細であるが,門 脈域では

脂肪乳剤投与後早期から,凝 集塊状の脂肪沈着がみら

れる部位があった。 こ の様な脂肪沈着は HS群 でも後

期には認められた。

なお,類 洞内脂肪顆粒のすべてが,星 細胞内に存在

するとは言えず,細胞外に遊離しているものもあった。

また,脂 肪染色陰性の星細胞 も多いが,HFお よび HS

群ではどちらも投与後時間の経過 とともに,脂 肪染色

陽性の星細胞が増加する傾向にあった。

SBB:ズ ダンブラックB染 色.TC PL&T‐ chiTG PL&T,ch特 殊染色.― !脂

肪顆粒陰性,± t全視野の一部に少量の脂肪顆粒陽性,十 !門脈域に脂肪頼粒陽性,

‖ :門脈域～中間常に脂肪類粒陽性,‖ :肝小葉全体に脂防顆粒陽性,(V):血 管内

脂肪陽性



図2 肝 細胞内脂肪顆粒分布の経時的変化

SBB TG PL&T‐ chお よび―～‖ ;表 3を 見よ.
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b)TG, PLお よびT‐chの特殊染色所見 !類洞内の

脂肪を,SBB染 色とTG,PLお よび T,ch特殊染色と

で比較 してみると,TGお よび PL特 殊染色では SBB

染色陽性部位に大体合致して陽性であるが,T‐ch特殊

染色は常に陰性であった (表2).

なお,小 血管内にも脂肪乳斉J投ケ後には SBB染 色,

TGお よび PL特 殊染色陽性の脂肪がみ とめ られた

(図3).Fお よびSF群 では30分後には全例に陽性で

あるが,3時 間後には著 しく減少した。HF群 では消失

の時間がさらに遅れ, 3時 間でも陽性のものが多かっ

,こ.

考  察

肝切除ラットの再生肝における脂質代謝 と,そ れに

およぼす脂肪乳剤投与(10m1/kg)の影響を,血 清1旨質

および肝内脂質の生化学的分析値 と,新 しく考案 した

肝内脂質の組織化学的証明法を用いて検討してみた,

肝切除後脂肪乳剤を投与すると,投 与後早期の再生

71(2331)

肝では肝細胞内でも類洞内でも,8旨防顆粒の増加傾向

がみとめられ,類 洞内では凝集塊状の脂肪もみとめら

れた。凝集塊状の脂肪は肝の小血管内の脂質と同じと

推定されることから,そ れが類洞内にそのまま捕獲さ

れたものであろうと考えられる.こ 加,らの脂質は組織

化学的には TGと cholin含有燐脂質が主であった。

このように,脂 肪乳剤の投与による一時的な高脂血

症の発現は投与 3時間後には再生8Tへの脂防集積 (脂

肪症)を引き起こしていることが考えられる。 しかし,

肝阿除後に生理食塩水を投与 したラットでは高脂血症

がないにもかかわらず,同 様の脂防症が肝内に■じて

いる。両者の差は時間的なものであるだけで,そ の脂

質はどちらも組織化学的に TGと ch01in含有燐脂質

であり,構 成脂質に差はなかった.し たがって,肝 切

除後に生じる再生肝の脂肪症は脂肪乳斉」投うにより,

その出現が早められるだけであると解される.

文献的にみると,静 脈内に投与された脂肪乳剤の処
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図 4 肝 細胞および類洞内脂肪顆粒.HFお よび HS

群で 3～ 6時間後の肝小葉.中 ′b静脈域まで脂肪顆

粒を認める.SBB染 色,×200, 自黒.

理には,肝では星細胞が重要 との意見211-20と反対の意

見1212つ～2のとがぁる。電顕的には脂防粒子サイズの大き

い場合には星細胞に取 り込まれるとされている3o力1).

著者の成績によれば,星 細胞内脂肪は肝切除後には脂

肪乳剤を投与しなくても増加したから,肝 切除後脂肪

乳剤投与の場合のそれは必ずしも星細胞の食作用には

関係しない.す なわち多 くはそこで合成されたものと

も考えられる。
一般に,著 者の成績のごとく正常動物に脂肪乳剤を

投与すると,血 清 TG,T‐ ch,PLお よび FFAな どは

一過性 に高値 とな る2D2ω3の.脂 肪乳剤 は血管 内で

chylomicronと同様の代謝をうけるとされてお り1り
,

この場合,投 与 された脂肪乳剤 TGは lipoprotein

lipaseによりFFAに 水解され,FFAは エネルギー源

や貯蔵脂肪 となり,肝 臓にも取 り込まれる。肝臓に到

達 した脂肪粒子 TCは 肝実質細胞の microsome内 に

あるとされている肝 triglycerid lipaseにより水解 さ

れて,同 様の代謝を うけるとされている3り
。

正常ラットに標識脂肪乳剤を静注した実験では静注

後放射能活性の肝および牌への急速な集積 と,血 中

TGの 急速な低下が認められている1の3213つ3ゆ。この場

合,肝 に集積した脂肪は水解されることなく類洞内に

沈着 した脂肪乳剤 TGで あると考えられている303".

そ して横山 ら3のは脂肪乳剤10m1/kg投 与 ラットにお

ける経時的な肝脂肪濃度の測定から,脂 肪乳剤静注後

1時 間目でのみ,TGが 一過性に増加するが,PLお よ

び T,chの 増加はないとしている。組織化学的な実験

報告では,正 常動物への脂肪乳剤10m1/kgの 投与後に

は肝細胞 へ の踊 漫性 の脂肪集積 はみ られて い な

73(2333)

ぃ2,2の.こ れらの報告は著者の実験結果を支持すると

考えられる,
一方,70%以 上の肝切除を行ったラットでは,有 糸

分裂に先立って再生肝に,主 に TG濃 度の増加による

脂肪の集積があ りりつのり,肝 内 PLお よび T‐ch濃 度の

増加は認められていない。.し かし,PLへ の脂肪酸の

急速な組み込みは認められている。.Johnsonら のは肝

切除ラットの18時間後の再生肝で,TG濃 度の増加 と

acetate C14の inositol phosphateお よ び sphin‐

gomyelinへの組み込みの増加をみとめたが,総燐脂質

の増加を認めなかった。著者の成績では,2/3肝切除 6

時間後の再生肝で,組織化学的に TGお よびcholin含

有燐脂質の増加を証明したが,T‐chの 増加は認められ

なかった。 こ れは,脂 肪質の分析結果でも同様であっ

亨【=.

このような,肝 切除後の再生肝への脂肪集積は70%

以上の肝切除の場合にのみ生じ,30%肝 切除や sham

手術 ラットにはみられないという報告がある。の。これ

は大幅に容積の減少した肝の代謝上の過乗J負荷による

ものであろうと考えられている。,こ の脂肪集積は リ

ポ蛋白合成分泌能の荒廃にはよらないの1011).TG合成

酵素活性の増加が関与するとの意見"と,無 関係 とす

る意見30とがぁる。Bartschら3のは TG移 送の変化に

よるものであろうと結論 している。すなわち,肝 切除

後には残存肝組織血流量の増加が認められてお り3ゆ
,

末精組織から動員された FFAの 取 り込みの増加 と,

肝脂質への組み込みの増加 とが再生肝の脂肪症を引き

起こすと考えられている。7滑)。_方 ,肝切除ラットでは

chylomicronを静とした場合,血 清脂質の正常化が遅

れている3り4い
。また,正常 ラットに脂肪乳剤10m1/kgを

静注 した時,血清 FFAと 肝脂質中の FFA濃 度は 1時

間後にのみ一過性に著増している321。これらの報告か

ら著者の成績をみると,肝 切除後の脂肪乳剤投与 ラッ

トにおける血清 FFAの 高値持続が再生肝の脂肪症の

発現を早めていることが考えられる。

文献的には電顕上,2/3肝 切除後 自由に摂食 させた

ラットでは,肝 細胞内に血装中からの脂肪顆粒の吸入

作用が認められてお り',脂 肪乳剤でもchylomicron

で も微小な脂肪粒子は肝細胞 に直接取 り込 まれ う

る3の31)。また,肝 は chylomicron remnantsを,レ セプ

ターを介して取 り込むことができる41),さらに,単層培

養肝細胞は chylomicronおよびその remnantを 競合

的に取 り込むことができるとされている4カ
.同 様のこ

とが脂肪乳剤投与後の再生肝の脂肪集積に際して起こ
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りうることも考 えられよう。

以上,本研究では正常 ラットの2/3肝切除直後に,脂

肪乳剤10m1/kgを急速に 1回静注すると,再 生肝の脂

質代謝にはさしたる異常を認めず,時 間的に肝への脂

肪集積が促進されるという結果であった。

この研究の発展の立場からみると, もし再生肝にお

ける脂肪集積が有糸分裂に必要なエネルギーと細砲の

素材を提供するものであるならば,脂 肪乳剤投与は肝

再生に合 目的な意味を持っていると言えるだろう。肝

切除は臨床上種々の肝疾患の治療のために行われてい

るものである。脂防乳剤はまた,重 要な静脈栄養源と

して治療に利用されているものである。今後さらに,

肝切除後の脂肪乳剤投与に際 して,そ の投与方法,肝

機能や網内系への影響,障 害肝切除後の投与の影響,

高脂血症の意味などについて研究することが必要であ

る.

結  語

65%肝 切除ラットの再生肝における肝内脂質の変化

を,新 しい TG,PLお よび T‐ch特 殊分別染色法を用

いて,組 織化学的に検討した。

1)SBB染 色でみると,再 生肝には 3時 間 目より脂

肪顆粒が増加 し, 6時 間目で半数の例で肝小葉に溺漫

性 (脂肪症)と なった。

2)10%脂 肪乳剤の投与 (10m1/kg)は再生肝におけ

る脂肪症の出現を早め, 6時 間目では全例の肝小葉で

開漫性 となった。

3)再 生肝に増加 した脂肪の構成は脂肪乳剤投与の

有無に関係なく,組 織化学的にみると,主 に TGお よ

び cholin含有燐脂質であ り,T‐chの 増加はほとんど

無かった。

4)脂 肪乳剤投与後の再生肝における脂防症の促進

は,血 清 TGお よび FFAの 高値持続が関与すると考

えられた。

5)肝 組織内脂質濃度の分析値は,組織化学的な成績

を支持すると考えられた。

稿を終えるに臨み,組織化学的検索に対して,終始ご指導

を頂いた神戸常盤短期大学宮崎吉平教授に,謹 んで感謝の

意を表します.

また,肝組織内脂質の抽出定量に際し,多大なるご援助を

頂いた大五栄養化学株式会社研究所伊夫伎文雄氏に,感 謝

の意を表します。

なお,本 論文の脂質分別染色法に関する部分の要旨は第

32回日本臨床病理学会総会(1985年9月,松 本)にて発表し

た。また,肝切除と脂肪乳剤代謝に関する部分の要旨は第29

肝切除後脂肪乳剤静注ラットの肝脂質代謝に関する研究   日 消外会誌 20巻  10号

回日本消化器外科学会総会(1987年2月 ,名 古屋)にて発表

した.
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